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コンピュータの･iう二業にほ幅の広い奥探い技術の不断の†iて†進が必要

であり,日立コンピュータは,口rl:仁製作所｢い央研究所,日立研究所

における茶礎的な研究,口+二仁‾製作所神奈川丁†二場,川崎‾†二場,口立工

機株式会社にこおける製■榔計発研究,l--1古製作所船蔵r‾二場,茂原+二場

における部lTl!1試作研究によって支えられている｡)

かかる技術研究の結晶として得たる40i】三度コンピュータ関係の

成果のうち特言止すべきほ大型計算機,あるいは情報交換システムの

開発,ならびに設得である(二､

大型計算機としては,HITAC5020を完成し,京都大学,東京大

学,口木電信電話公社電気通信研究所,鹿島長且没株式会社などに納

入し,その他主としで自'公庁から約20千丁の受注を待ている｡なかん

ずく東京人学に納入したものほ主計界機,衛星計算機,副計算機の

三台の5020より成る円本最大の計界システムであり,世非の大学設

備としてもトップクラスである｡

次に,HITAC4010は従来のHITAC3010のファミリーとして世

に送り出した大型計算機ですでに罵土製餓株式会祁二,日本電信電話

公社などに数台設辞した｡システムとしてはさきにIJ本国右鉄道お

よび全R本空輸の座席予約装置を製作納入していたが,今回,新幹

線用として新しい系統を納入設賢した｡また,かねて東海銀行株式

会社の為替交換システムを製作納入し,しだいに業務を本機に移行

していたが昨年度同行にて完成の披露があった｡

かかる大型楼,システムの開発にほ本体の性能向上ほいうまでも

ないことであるが,記憶装繹,入出力装繹,通信システムとの接続,

すなわち端局装置の完成が不可欠である｡

すなわち,65,000語の大容量磁気ドラム装置,120,000字/秒の高

速磁気テープ装帯を完成,大容量のデータ処舛に使用さカ1ている｡

また,出プJとしては日立製作所独得の静電式高速ラインプリンタを

開発した｡これほ,1分間6刀00子_fの超高速印刷が‖r能であり,内

外の柱臼を集めているこ)

また,わがL玉lのシェアのたいはんを抑えているアナログ計節機に

ついては,全トランジスタ化した超高速アナコソ,およびディジタ

ル計‡‡機と結合し,それぞれの特長を生かして効率のよい計堺を子ナ

なういわゆるハイブリッド計算機を開発した｡これらは文r‡l絹統計

数二哩研究所,東京大学などに納入,実用されている｡

参考までに日立製作所の各種電了･計算枚の適用例を示すと表1の

とおりである｡

表1 電了･計算機のアプリケーショソの概要
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町 =汀AC5020ハードウェアの完成と

ソフトウェアシステムの開発

払仕入形機哨入の仰ひには_Pてこし/いものがぁろか,その95%ほ帖人

位こ･こ依｢j′二している斑状でぁる(附和:i9年現f仁,ノこ形械.テ貨碍子～放60子r

のうちl叶結3子で)｡.こ〝)劣年㌢寸娩川すろた〟汁1‾､†黎壬作所ほいち】l-･く

その開充に茄‾Fし,独口の方式とハードウェ7技術ノシてt)つて,大形樅

としての万乍の作佗ユニご付するHITAC502()システムを町綿139†卜4

月他社にさきがけて完成したし その後現在まで主;ミ邪大学,力‡セーニ火′､f二

に納入,そのほか十数社に納入を決定している｢さらにフフ′ミリー

として処理能力的10倍の5020E を昭和41ゴーFに完成するjl)王であ

る｡図1に5020/20Eの処印速吐を示す〔)HITAC5020狙山の特艮

ほ次の講ノ恥二ある｡〔1)内部蔽心i記憶告き置け)解読が65,000言/ほ)り

煎接l伽こ番地乍j■けられているので,プログラムセグメント,データ

セグメントほこ′二7ノ範川で什ノ迂である｡このノ山上‖り妄番地∫'那子二紺i起しノ

その代わりにでソダイレクトアドレシソグムるいはべ-一スアドレス

レジスタを採用している計節機に比べ,アッセソブラこ,泊でのプロ

グラムが容易であり,フォートラソ言語のコンパイルもず享易で,速

度も早いという利点がある｡(2)演算用レジスタが14帆旨)り--･

枇メモリとしても番地付けられているので,洪■‡1り月作業番地として

振当てることi･こよってプログラムステップ,処即時問の双方を行く

することができる｡さらにレジスタにある被折節数ほ単精度指定の

場合でも倍良で放かわれるゆえ,累算形の計符では快仔精虹が大で

ある｡(3) ビットごとの■可変長データ処理が■叶繕であり,コンパ

イラやローダ,モニタの能率を高度に発揮でき,さらにシミュレー

ション言語,リスト言語に対する適応性にきわめてすぐれている｡

(4)多種煩の割込み枚饅を有し多重プログラミング,多亜処揮を

可能にしている｡(5)実時間計,メモリプロテクト錦城粁起のレ

ジスタを市し命令のアドレスTfJ三で指定参照でき,すぐjしメェオ/くレー

ションシステムを実現可能にしている｡(6)外部メモリとLて.さ.′子

中｢如ニアドレス可従な高速大群_追(65K語)r鮎災ドラム.‾;-[工旧矧lワた石ご

採口]していろ これをシステムフ7イルとして他F｢‾】し.,+二ニケ一+′-

ナンなはじJ･二),すべて(ハシステムプログラ∴キノ巳､賛なとさ′!上汁咋ひ

とHすこ七にユって敵し.山古与ヒ『たがシステムゾlニダニノノ､∴√トー,て必焚

以上に占布されろことが凪･十ら′れ 磁ょくテーーゾムてノいご+二日三㌔け‾1ケ

ネ丁外.･-;1;メモリモー‾トるシステムに比べて処珊速僅が人でふろ- (7)

各Ⅰ/0中用の入川ププチャネ′レが12旧あり,多仲村･ソ)人州ノJ機こそ;き叫】-‾+

峠拙作二う丁了巾i巨にLてい/:J入=‾ノノ矧そさ吾として(よ他什とレつ/J二換什ノ.■l.ノも

つ12し)1くC(ノつ磁てけ一プ装托l,47U杖.′･′か7‾)カート↓ト川■二(愕､1.00()=･′′

分♂)ラrンノり二Jノが′_いノ,.ニ`ニノ･こ二2fう5K,‾テナiTクセ‾ヘツナノ､1り111S

のノ(′プ言溝板‡′くtトラ∴･糊Jさ小でJ,イ=,

H11､AC502〔トノ)ソ‾ノ､ウ∴‾′'･+t Fr)R′i､Ⅰ〈ノ＼N,‾7センソりシ‾′､ナ

ムう∴iイ寸よ上すィ三)ナ/､ミLノーーテンブ･ノーノ､テ∴で+ら､く㌔ すべし-一テン ゲシ

ステムほ几′IC王J(れ･′Iasしel-C()ilけ(りPrり冒l‾こ11て1)ろノ小核±し,トE-0しり

3稚グニ)プロダラノ､′吋別仙二`ノ三千ノーさせながレノそ叫J小りrril榊ノ_)利き′′二1_

幣三脱し,転指する;二三;一三レンスタ芙か三つ夫′Jこ+甥主の退避,卜巾如_･行′･仁にし

,沖
冶 汀さ48 企 第1り▲

またJ‾J銭圭7i如長の保護,り言行‖封?抑).汁符,磁㌔ミテープの巻戻し時間の

汁節二と巻戻しノ終/時の処犯 人出力チャネ′レのスケジューリング,

Eた行要何による肌基ふ処麒を行なう椴能を有する｡さらに磁気ド

ニラムをiしイ∫する綾.汁辞職システ∴のオペレーテソグシステムも作成

さ′卜している._アセソナりシステムくよFCPを肺えたオートコーダで

ソ‾7ナノし処用のた～ノ〕のソ丁イ′L.山む,人川ノブマクロ命令,内部デー

タ処即び〕てグロ爺′乍なとの掻モ似命令系,またディノミッキングのため

の捉川J汀訂1トう二′揃えていろFORTRAN5020ほFORT RANIV

I--i▲ir亨をそのま三たみ,さ〔ノに4r‾.乍長づご数,一三梢占圧紫数,作†精度酸素
数-ハ桝′汎 論+Tl柑音符,文`-j二の取扱い,磁㌦ドラム人出ノJなどのステ

ートメント,プログラムfi了丁ゴニしを容姑にするためのステートメソト

が氾伽されて_㌢うり,磁1いごラム記憶装f岩三の有効析J抑こよりコンパイ

ル油.F空が速い､また敲災テーープの逆方向読取り機能な生かしたオシ

レーテイノダノートプログラム,リポートゼネレータ,コボルなど

けJト持汁ノら`1り口〝)ソフトウェ7,･い汁け邑潅_l二にあるし

比較損得Jノ+存
3()り
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i=つ二臓叫右打胤空

｢く11 tirrAC5020/20fミ の前件速度

'くf2 HlllAC502()シ ス テ ム

雷 HITAC4010

HITAC4010形電子計箆システムほすでに官公ノIi二,各企業など

で多数蜜｢Hされ その性能,信検性こつき好評を得ている中形の

HITAC301()形`ま庄子L汁許システムとブ7′ミり-システムを構成す

る,かな文字の取扱い口J能な大一形の高性能コンピュータである.｡

HITAC4010∴L

Allin Olle,ⅣTり(ltllarl__)esigiュ,ド之1nlily Systelll,

rノ‾)三つの三豊.汁叩.よこノ1呈ミづいて作られた電f計算システムであるしつす

なJっら箭1に一′ノ･ア)システムで･蕃彷処‡軋 科学技術計笥,Online

Rea】time処什など多(ての川途に佐川でき,第2にハードウ工7と

ソフトウ1‾7のl】†紬についてのビルディング･ブロックが口J能であ

),第3に11王TAC:対1∩とフ7ミリーシステムを構成する｡

HITAC4010のソフトウ工7システムはオペレーティングシステ

ム(Ol-eratingSystemlと呼ばれる総合的なプログラムを中心に構

hl㌧さ′才一 了センナラ,コポ′し(COBOL-61EXTENDEDにしたが

仙90-

トl

与+



丁に 丁

う〕,フォートラソ(FORTRAN),ソート･-く'-ソ(Sort-Mel'ge)

および一tナ叩ビス･ルーチン(ServireR(_)utineトムJ二ご1ご1イ†む｡†トニす

べレーティングシステムけ二つり､ト′‾〕プログラムし′‾)袖ふと処即と1仁7_J‾‾

処膵を吋能にL′,HITAC4(‾)1()〟)/､一トンニ,二TJ)■iliい附か1■卜1ナ∴

桶川できるよう設計されている｡

次にHITAC4010の特iミにノ‾‾八､て〕心べモー､〕

(1)あFJゆる川途に適十る万櫨人形コンビニF‥く√で`♭ノ1こ,()

郎†述のとおり甘検地札 flて一枝術.汁t‾:トtン(･〕二1Lソ)丁キ純叫Lj権に仙

川され,これF)J)11】途く･こ1■､ル,一一-′)(ハン1ナ∴でノ羊妨に脚仙ミで

きる｢､

(2)ハードウエアとソフトウェ｢‾'l･｢Lj州い=一二‾'ノⅠ-ナインゾ･▼ノlコいノ

クが吋臼巨である｡

州ilく記憶客員ほ40K字から160K=‾j･:土で2()K`川川′二で1れチノ上で

き,占三た各稚の耐′巨仕入山ブJ装粁と恥■那ノ;州描J{■†カニセノ数接着読でさ,

さらに3f-㌻のHITAC4010重た壬エHITAC3()1(1ろ一川去紆言-｢㌻して‾､′

ルナプル･システム(Multiple SysteIⅥ)糾r■i`j収できる.一二.Lたが

√,て対象業務の増大,変更に什うハードウ1‾アの+1､り溝,攻り上がノブf

易にできるほかソフトウエアの変史追加も官ゞ上んでJい:)し】

(3)Online Realtime処理機能が完僻してい々:ノ｡

(4)高速に大量の情報処和ができる｡

--ト記憶装置はサイクルタイムが10′トリー1)rこf)1･5一′′Sであり糾詩二

は40K早から160K字まで20K`‾川1イ､とで肌掛-り▲従である｡入JJりJ

装跨も高い処理速度を有し,高い妨貸速射こて､ソナLているので

常にバランスのとれたシステムを偶成できる〔ノ

(5)高度の多重処理ができる｡

18個の条件による自動割込み機能(lnterrupt),3段椚のf電光

順位処坪機能(Priority)と五つの同‖プチ処‡与ii樅能(Sil-1u】taneity)

とを持ち,多数の入リーけプ装群本州時に軌作させ.各くのブロダニフ

ムを1仁行して処坪できる｡

(6)大容韻のランダム･-7クセ1･りナ トナ■'ミイLト)､

磁気ディスク,磁気ドラム,一転′くいノードノ`仁し■-叶J(7■声‾芯二Lノ=ン甘

ム.アクセス･メモリーを打†J,在仙骨州 別=‾菜摘,附く紺ヨノ′,ヒ

業務または高度の経営管即諾掛二適したシステムを鰍′kできる｡

(7)HITAC3010とファミリーシステム糾fl'i成する､

HITAC3010とはプログラムコンパチイブ′しであり,HrrAC

4010とHITAC3010の併川,HITAC3010からHITAC4010へし′)

椎行などに伴うリブログラミノダ(Re-1〕r叩rこLn-1--il-g)Lハ｢い=二し

ほとんど不要である(､

ここでHITAC4010のソフトウェ7システムについて述べ三ノ｢､

HITAC4010のソフトウェアシステムはオペレーティングシステム

しOperatingSystem)とアセンブラ(Assembler),コボル(COBOL),

フ寸一トラソ(FORTRAN),ソート･マージシステム(Sort-Mel-ge

System)およびサービスルーチソ(Service Routine)か〔〕成る｡

特にオペレーテイ∵/グシステムはHITAC4010のプlコグラムのりご

‥】

し1ニくIll-111､八〔二∠1nl()

91

【. 代 91

行を了ii脚H一るものである｢､これほプログラムの実什スナジューノL一作

瓜 孫胤i糊▲けなどの機碓フ‡二･打つECS,入Hノ+与旨仁王にL箔H▲る制抑し

するにCP,Operat()r月1プロダニノノ＼リ)コンソーノしルーチン(Console

Rotltine)と11rl､ACニiOlOコン′ミティl一二1+ナ†′し--ナン(Coll叩こIti一

1〕ilityR()utille)のl7軒っから収る､,こび)すべレーティングシステム

にしにF)詳言1にプlコブラミソブC′=ごルディンダブロ･ソク しM()dular

Pl･‥grallll-1il一日)が･jj▲他.となり,ご才チ2に人=川矧Fてノ)湖､∫う.人汁けノ▼を㌧

i.r乍(ノ刈畔地恥など肘枕なr巨漢からゾしユダニラて-如刑kし節3にRull

to王くtlnと Mしl!ti-Pl一()粁aIll′-け淋しこし′rか;∴りここl-ⅠITAC401()ノう_湖

作させ′乙ことができく〉し二,

ル三枝にHl′rAC4UltJのハーードゥエアについてjノ上べろ-.

HITAC4010の_i甥肌械槻こさ:壬(ま表1のとぉりでぷノり,おもな什様

亡エiた〃〕とおりでふる√,

(1)収F)扱いうる丈`i･二

村F,数丁,かたかな,q‾こ川こ一子Jり,7ビット/′ィ･

(2)デ
ー タ 長

叶賀長(Varial)1elength)

(3)命 令
【言た

りnsけuction)

付 類 61

仲子 〕℃ 1命1‡10′1･二 2アドレスプ了式

.iJノt+み王_し=ノL馴_妄J
l.93/∠S

…在▲フ‾･ドレス(IndirectAd(1ressing)布地一郎街(IndexModify)

t･j‾鳩(Index Register(･二1∴ミ仰fl)

(ェ1)1nteI･rul)t,Priority,Silllultane巾･rの械能がお)る

t5)エラーの検出と侶‾Lにの級能がある｡

1リ､卜HITAC4010の慨焚について;むべた一J木システムほ1‾11TAC

3り1(…掛二多数L′)竹公け,㍗｢企業に納入が)1ノ起されでい),11う二紹と

附ニトノり一二ごノ)〟､)了川た+Ⅰ【1主抑′り.捌i言盲･としノて蔓抑‡さノ1-ろ.
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■ 座席予約装置の強化

口本国有鉄道でほMARS-101により,昭和39年初頭よF)在来線

の煙庸子約の自動化を推進してきたが,昨年10月東海道新幹線の増

発を期して座席予約システムもMARS-102の増設を行ない,雨期

的な増弧を図った｡この結盟同鉄の座席指定業務のほとんどすべて

が日動化された｡このシステムの稼動ほ今まで種々問題となってい

た旅行者の座席予約に対する不満,特に新幹線利用の際の不便を一

挙に解決するものである｡

本システムほ図1に示すような偶成であって,新設のMARS-102

と1艶二設のMARS-101とが一体となった計算機システムであり,

MARS-101の使用実績と経験を基にして,大幅な容量増加と機能追

加を子fない,座席予約装折として完全を期して設計されたものであ

る｡この紡巣,取扱い件席数は従来の約3万停席から,-･単に5倍

の約15ガ座席まで収扱い吋能となった(〕またMARS-101では1

列4人以下の客申しが別当てができなかったので,新幹線列申を取

り扱うことができなかったこ】MARS-102では旅席ファイル制御装

rf′‡を新たに設け,在来線列小のほかに新幹線列中についても取り扱

い得るようにした｡さらに列申の乗り継ぎ予約についても日動化を

岡り,在来線相互間および在来線新幹線相互｢壬iJの乗り継ぎも口由に

行なえるようになった｡,これらの餓能増加のため処理装岸のコアメ

モリも人幅に増加し,かつ業務用プログラムほ十分再検討されて製

作されたので,入ケH力機語三さの切換装置の追加などとあいまって完全

な座席予約業務の)即†ができるようになった｡今回約300台の端局

矧【-′lモを職没し,総数470千丁となったが今担lほ特に新幹線窓口用とし

て列一巾番Lゴーをボタンで取り扱うものを採1日して運用の便を図り,か

つ新たに電子化制御装躍を開発して設置…王面積の縮小を図った｡

評 論
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｢11トこし

1､H(

トトし二■

1りi

l)比

トトし■

1jIi

】F

11

1い

SFL〕6ヂi

第48巻 第1号

≡二二]‥-･1
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図1 座席予約装置ブロック図

図2 MARS--102巾央地坪装置
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■ 円弧補間方式数値制御装置の完成

二L作機数値制御装柁の分野でほ,HIDAMSO60システムの開発お

エび製■肘ヒ計向を完了し,第1号機を日立製作所水戸コニ場に納入し

た｡図1ほ,HIDAM8060システムの外観ニケ兵である｡従来の数値

制御装捌◆旨令価のパルス分配ほ向線補｢7i‾]方式(MITノブ式がたいはん

をしが)る)であったが,HIDAM8060でほ,計数形微分解析磯を応

川した,トーtj弧およぴL自二線補間方式である｡計数形微分解析機は,普

過D･D･A･(DigitalDifferencialAnalizer)と呼ばれ計数形積分器

の組合せにより,階差方程式を解くIncrementalComputerであ

る｡また,従来のシステムにおいては,指令テープに工具[トLの遊

動を巾接プログラムする方式で,切削精度を確保するために工具管

児を厳重に行なう必要があり,かつ,指令テープの作成に大形の電了･

計算機を必要とすることなどの難点があった｡これに対しHIDAM

8060システムほ,指令テープには加工物周辺の形状をプログラムし

工具径には使用工具の実寸法をダイアル指定する方式としたことに

より,これらの艶点を除去した｡一方,パルス回路を高速化する

ことにより,切削速度0～1,500mm/min(直線),または,0～750

mm/min(F】弧)において,指令精度を5/イ/ミルスと従来の1/2とし

た.｡これにより加工品の而あらさは6S程度となった｡なお,D-A

変換方式は,パルス分配誤差を検出することが可能であること,非

常に長時間にわたる加工において,停止点を任意に設定でき,かつ,

その再現が,電源を再投入したときに,完全に行なえることの二つ

一1CT:端局装置
C〔1:訓御小

C〔二1:第1制御小

CC2:第2訓郎i

EX:電信交換機

れ･IT上i:磁;i千･一丁

装iFi

l▲R 二処即さ才一'

Snl:嘩佑-7-･･frL
制御与とri/

ドト1r=■苗1=う∴

シ､

M八1iバ102

れ･】一へ1く1101

図1 HIDAM8060 シ ス テ ム

の大きな利点を有している｡

これらの機能と性能面での向上により,HIDAM8060数値制御装

掛ま,最近急速に発展しつつあるプロセスオートメーショソあるい

は,デザインオートメーションの担い手として,より広範囲な分野

で活躍するであろう｡
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■ 軌道試験車用測定装置の性能強化

新枠線用としてほ,軌道試験中4001の性能を拡大する臼仙で,

(1)データ処即装孤(2)水子糊【僅矧邑(3)脱線係数.汁貰t装

蹄をそれぞれ増設した｡データ処刀l呈装紺ま,1種のサンプリング法

により軌道の整備状況な訂州【けるもので,通F)左およびイi,高低ム

才了,中体加速度左耳+上下,仇=り,､ド痢帆 水準の9チャンネルな

同時に処刑与している｡水恥州足矧■∫くたは,小体に.那亡されたパーティ

カルジャイロにより水jlえ面を作F),シンクロ電機によって軌道面と

中体との傾き角を検出し,これらより水野をを求める装札 また,脱

線係数計算装掛よ,スポーク巾輪にてん小されたワイヤストレーン

ゲージにより輪虫Pと供比0とを滋〟),脱線係数Q/Pを坪山するも

のである｡

現在線用としてt･ま,乍年度2システムを1りこ用布鉄道に納入した･｡

方式｢伽こは,新幹線とl･月じであるが,従米,王-て坐管を使川していた

増幅装置,ワイヤストレーンゲージJ‾R岬ラ幅㍑旨などをすべでF噂体化

して,信椒性,肘､f性の向上をはかった｡新幹線川システムに含ま

れていない測定項目は,絶対高低測定跳と,乗心地係数測定部であ

る｡絶対高低測定部ほ,軸箱に取り付けられた特殊な加速度計で,

車両が走行することによって発′巨する加速度を電気信引こ変換し,

これを時l榔こついて2!ホ瀕i介して適当な係数をかけ,軌道狂いの絶

算

対形状を測定する｢川勺

をもつものである｡乗

心地旅数は,左イてとL

‾トノ引r∫Jについて独立に

測定され,それぞれ

の巾体勅蹄加速度も

R.N.JanewayのCrト

terionを淋たすJ朋立数

応答特1生をもつ一穐の

フィルタを通して処′印

される｡今卜場内入のシ

ステムほ,40i-lミ9月か

ら実J耶こ供され,日本

lはげi鉄道の保線業務の

一環として屯要な役割

を果たしている｡図1

は,データ処堺装粁の

外観である｡

機

図1 データ処坪与与f芹

■ H-3485形/20kc磁気テープ装置

最近電子計算機本体の処叩速度ほますます高速となり,これに作

って外洋陥亡憶装醗としての磁太テープ矧F亡もまた高速の情報処雌を

要求されるようになってきた｡)H-3485形磁瑞テープ装抑エこの要

求を満足するものである(図1参照)｡

本矧群の特長は120,000′ト/秒の従来にない高速処刑速度を柑仁),

しかも1E道内力向の読みFHしが可能なことであり,計符機システム

としての分類,編集などの情緻処f【【t時｢7一帖人帖に短縮‾吋能としたっ

機構的には,テープバッファとしてデモヤプJ式を川いるはかテープ

走行に従来広く使用されているピンチローラ方式によらず,新しい

頁竺たキャプスタンカ式を川い高速で女定な走行が得られている〔〉訳

空キャプスタンは川転するキャプスタン如何よ州i人する即竺また

は圧力によってテープを走′け,仙1二させるものであって,テープ1二

の情報の記録される磁性体表面は†滋気ヘッド以外はとんどなにも接

触することがなく,テープの寿命および情槻処例の信煩度の面で非

√捌こすぐれている｡

本装掛よ高速高照度で情報‾を読みさ書きするためにテープ走子∫系お

よび磁気ヘッドの機械的傾き(スキュー)を電気｢伽こ邦△くん側おエ

び読汁ル側で補正している｡また苔込み後ふじ出しチェック(Read

AfterWrite Check)を行なうと同時に,きぎ込刹時および.♭ヒ出し帖

ともに二重レべ′レチェック(DualLevelSensing)方式により,;う【テ

報が確実に書き込まれていることを.酪軌･こチエ､ソクして.洗出し時の

.だをi)をなくし,信掛曳を上げている｡

おもな性能ほ次のとおりである｡

l､l【ト搬処兜速度 120K,83.4K,

一言J録
倍 比 800 556

(31.5 21.8

ト ラ ック 数 7

30K`jリ秒

200ビットノ′インチ

7.9`ナソmm)

テープ速怯(■1ヒ過とも) 3.81m/秒

巻戻 し達也 約7.62m/秒

.さ亡
鎚 ノノ ぺ NRZl

旭川テープ(師×長)

12.7mmx720m

l■l-j -/_ 件

IBM729,7330

本米桝£HIrl､AC3010,4010,5020

の各システムに接続可能で,すでに

【-1木屯信電訪公札 ノ武一L聾珪鈍株式会

什,八幡製織株式会社,東京大学,l-1

立計堤機センタなどに約50台納入

し,上記システムとともに仲川され,

な†詞に敵仙している｡

｢対1H-3485形磁気テープ装琵

■ 大形磁気ドラム記憶装置

磁気ドラム記憶矧L■ノ■たは他の外紙了山意装汗‡と比較して待時｢rりが力水､

ことが特長で,大形電†･.汁符機の補助記憶矧捏として多くの`ぷ安が

ある｡l]立製作所でほ特に大韓追磁気ドラム記憶装i酌)罷産化に成

功し,多くの納入実弟絶待ている`､代大願稚としてほつぎのものが

ある(,

93

(1)H-179A形磁太ドラム記憶装程

Hll'AC5020川磁気ドラム記憶装粁で記憶容量約65,000.i7i平均

待矧rl約10msの件能をもち,キャビネット内に磁気ドラムユニ

ット,周辺I11Ⅰ路,l･+緒川電淋,オフラインテストl州各などを各1

糾収容しているr､今年度は点部大学,仙;く大学などに約40子｢納

入した｡その外鋭を図1に示す｡

(2)li-189形磁塙ドラム.‾さ己憶装拝呈

一93叩
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川1 H-179A形磁気く

トラム

U ⊥土

HITAC3030州外溺.i山這装置で

容量約100万ビットの磁乞い-ラム

ユニットを2台,周辺L耶各1糾を

キャビネット内に収解したもの

で,2台の磁㌔もドラムユニットを

1組のLリ1路で胴御するたふ㍉割安(･こ

なっている｡口本卜村有鉄追放案J与;(

計算センターにMARS--102J糾i

惟予約用電十.汁符機の一言山如き【れこと

して12式247キの磁塙ドラムユニ

ットを納入した｡

新椀種としてほH--1123A形磁

去もドラムさ言出迂装毘の試rFを完収し

た｡これは大容量化を口約とした

もので別転体の回転により+三ずる

空気流を利用して磁気ヘッドをけ

かせる空気浮動式磁気ヘッドの採

用により従来の約1/10の空げき

評 論 第48巻 第1号

(約3､4/り左･r力と指させ,･jll■f搬._;己録密度を従来の約4陪に高めたも

のである｡その性能を表1に示すLつ

また椚不[133了卜以来l‾‾=と拳法作所は磁性メッキ記録媒体を採用す

るなど多くの特長をもった磁太ドラム記憶装荷を製造してきたが

その功緋が認められ,このたび財凹法人大河内記念会より,大河

凡i上倉技術賞が肘司肝究石であるI-1本領信電話公社電㌔も通信研究

所二毛札 川又仙tとともに口1製作所明山,久札11__り召,巾村の

4J軒;‾1にワ一えられる光ジミに浴した｡

末1 磁気ドラム記憶装置の性能

形 γ l
桜 紙 シ ス ナ

記 憶 宇子 吊1:(kW-

F､】▲f手招心二.;､琶油J!としkW/s〕

ソ ク 数

磁′くし､ソド促i'1ノブJjこ

ソり (デ き りJ)

表鈷叫孟蒜り)∈平JfJ行 時 間Jしmsノ

阿 虹 数(rpm)

記 録 楳 休 】

H-179A

HI′rAC5020

h人

0
0
バ
ー

65約諾㌶糊竺

仁一1123A

HITAC5020

262

約100

512

リンミ1tiチ j助 式

3-＼4

18

約10

約3,000

NiCo メッキ

■ H-5820形光学文字読月更横

による事務合軍聖化

屯〕′一計貸株システムの入力装f酌ま紙テープ,せん孔カード,磁㌔ミ

テープなど酎iJの【妄J録媒体を使用しで情報を電去も的パルスにおきか

え処理装臣引こ送っている｡したがって原始伝票に書かれた情報は一

度これらに変換しなければならない(⊃原姶伝票に苦かれた文乍がそ

のまま機械で読み取られて電気パ′しスにおきかえられたらこれら記

録媒体は不嬰となり,‾許しくシステムの効率をあげることができる､一､

二のために製rFされたのが光7:‾文`i′二こソ川父機(OCIl-Ol)ticalCll;_ll-aC-

teI-Reader)である

ル梢望作所に.ねいてはH-5820形光学文′ナニ読取機をHrrAC3010

システムに接続してl椚不口39年11月より二舟iに供している.､

OCIlは処押する情報媒体のノ捌犬により,仁ミリ∫:吾を.テ′ヒム似るドキュ

メント･リーダ,加節機などでプリントされたジャーナル･テープ

を読み収るジャーナル･リーグ,ページ状の若桜を読み似るページ･

リーダの3種徐に大別される｡H-5820形光学文字読取機はドキュ

メソト･リーダに屈し,仁漂卜に菖かJlた図2に示すような14任

類の文字(N-2活字)を読み収ることができ,さら仁こ千古き情報‾を入

力する手段としてマーク読収F)機能を付加することもできる｡文

字のパターンを電気信号に変換する光電変換,キl;にほテレビカメラに

使用されているビジコソチューブを用いて電子ビームによるスキャ

ニング石ご行なっているので定稿1,500枚/分で伝票の処即がり能で

ある｡

OCRの利ノ烹は上述のように原糾吉雄を人手を介して紙テープ,

カードに変換することなく内接計‡ミt機に縞連接で入力できることで

あF),大量の伝票を処即する必要のある業務での捕川が期待されるし,

たとえばIi-5820形光学_文`∴榊枚機が偵川されているrl本r卜t公卜j･I

における家賃放リ三業二坊では図3にホすように一昨分の払j与票をライ

ンプリンタで一桁rF成した了射.‾弓一任一抑こ発送し,戻ってきた仁一て弐巧を

OCRで処押するターンアラウンド(Ttlrn Around)方式をとり,仁三

雲の発子]二から料金の放りさまで一ま∫ぎした機械化を行なっている｡ター

ンアラウンドの場缶にほ伝票発行時にOCRによる説収りミス右二枚

川十るチェ､ソク･キャラクメろ∴入れろことがゲ‡坊であF=;二頗処即卜

の信麻度のIごり上という札たカミあるためOCRによる事務処附こはこ

の方法がノ広く川いられている｡

OCRほ上古Jのような事務処理にきわめて有効に捕用できるもの

であり,今掛E7･計符機の入力装芦壬として広く利川されるものと思

われる､

凰肝

lズ†1 H-5820形光学文字証取粍

⊥ 2 ヨ サ 5 b 7 8 勺 ロ.x - リ

囲2 H-5820用N--2析了

1卜'r G
J

マスターテー1フ

『雫転筋
田『竪畠塩

鮭計未 払込票作成

未納八軒リスト苛
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■ H-329B形高速度カード読取横の開発

こj‾しまで使一円されてきたH-329形カード詫舵機の改1:ミ形として,

H-329Ⅰり珍鳥速娃カード.さノ川女性を朋党した.｡その外棚を図1にホ

す｡心機はH-329がもっていた帖良のほかに次のよう■′′よ仙∴くた′もっ

ている｡ノ

(1)運転中のホッパ/＼のカードの〃〔紙∴土きわ〟)で才子坊でぁる-

(2)カードの流れがスタッカ1ンござめて巾線J仙二なるので,か一

ドのJ川妨が減りl■+一一カード叫む用巾掛上り数が竹山=∴･トニ

上.さ上した操作Lの特長のほかに位汗川ミ■■けl-の仁捕り安打【二,保ノ､川州

1二にも特にfi三吉が払われている._;またカードを1枚ずつ似り～l卜才‾ビ

ック機構,タイミソグパ′レス発生機隅6こ新ノナ∫とを採川するなど,構

造的にも大きな特長をもっていろ二.

読椒速度ほH-329と【i-fjじ1,470杖で(:01unlnb)′C()1ullln〔いわゆ

るクテ誼み)形の装トアモである｢ノ1枚ずつ読み王枚ドニ)Jtる01-den-and

ノノ式を採用し,カード読似て1那机ヤー;ほH-329と什一のものを旭川でき

るよう考慮さカLている.1ホッパ,メーンスタッカほ子ケ1仰で約2,0()0

枚の察量,リジェクトスタ､ソカは約500枚の容罷石ごもっている._.

木椀を特長づけるホッパ機構は,チほ三什でカート三丁吸リトナるビッ

クプレートをノー三才r刺させることによりカードをビックするビッグソ

レート機構と,ホッパ内の収舛カード枚数の多少にかかJ)ド〕ず`公立

にピックさせるためのカード制限機梢を備えているこ これよで,ヒ

ッグほピッカナイフかローラによる方法が川い仁Jれてきたが,‾ん--

ド読収りの店速化にともない,より高速かづ女息て〔ピック機構の糊

発が必要となってきた.ノ 本殿椛は空気技術な利汀jし,可僧都の小景

を′J､さくし高速化を達成するとともに,サトードへの接触面街を哨十

.i■】
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川1l-1-ニi29Ii形-1七i漣比カーート.il川上拭

ことに.[りバイナリートードのエうに砧辞H空にせんイLされたかd卜し二

刈七ても損妙ヒ～ニビックできるよう考仮されている｡ま′･-二川叩)て例

11引‖ホリウレタンローラむ班/,てホッパ仰)ほとんどのカードJi二子二

ささえていろので,ビック｢'fl;のカードが減少-j】ると_卜.‾i+ローラろご-･

漣lI州什転させるこ.とによりピック.祁へカード別荘少分だけ帥允す

る.この機船二L_川,1一･臼転=一にホヅ′＼へカードむ-糊〔‡することがきJ〕

〆Jてゲf坊とな一一､一L〔

さらにカード読似りにシこかせないタイミングパ′しス〝)允′卜ほ,j去

り-コーラにrl∫僻したメイミノダディスクか仁ノ得ているれ カードか

仁ノふ■こ拗られるデータ†.チ小ニュって絶えずタイミンブ′､′しス〝叩二村を

中州二するようにしてこう,る‥したがっで読聴りの†.湖性は,7…三のも

のに比/く一段と向卜Lている.

■ けん盤カード機器の改良

か-ド作成川オフライン機器であるtl-163A形けん盤カ･一卜■せ

ん孔枚およぴH-193A形けん佗カード検イL機は乍年も山吋な納人

奨続を示した(1H163AもH-193Aも信節度什1二のため.ケラ1ソ

チをはじめとして各掛こ改良が加えられたが.二JLと併行して.キ

ーボードにかな,掛ナ:,グリー㌣の各シフトキーを追加ルたH--163K

形カタカナけん憶カ】ドせんイL機,H-193K形カタカナけん解か一

ド検孔倣およびl二l川u祁を追加したⅠト194形印刷けん解カードせん

イL機の開発を完了しノ納入を開始した(〕

(1) カタカナけん囁カード棋譜話

力ナシステムのソースカード作成に綾川されるH-163K形こ十

ん魅力ードせん才L機とH-193K形けん鶴カード検イL機は,二J1日ミ

でのH-163A,H--193Aに対し+二にj仁いミたシフトキーむ山如した

ものである｡カーードにせんイLさj‾Lるコード(.t,これまでの‾アルソ

ー′ニューメリックコードであるが,このコーードにかな文`i･二と‾々■.二二l`

の漢寸二も′割り当てている.こノニのためア′Lフ7ベットとかな,i野上ニ

の1大別ほそのフィールドの的めにカタカナシフトコートまたは漢

ノ十ニシフトコードがせん孔されているかどうかで区別されるて二､その

フで-/しドの最後にクリヤコードがせん孔されることによF)次の

欄からアルフ1′ニューズリッタにり〃)かえらJtる｡

(2)H-194形[l川uけん聴力ードせん孔機

カードにせんイLさjtノたl勺柑エコード化されているため‾l良後の判

.わLほ困難であったが,このたびせん孔と卜小串にその欄の上部に印
刷し,簡恥こ読めるようにしたH--194什川J刷けん憮一カードせん孔

機を開発した〔】本機ほ巨り刷機能をもっていることと,日動復号速

僅が毎秒18欄と10%遅くな▼-)た∴'くう′除いてはH163Aと川･

性櫨であるこ､キーボードに亡川川糾ストソ子が占ノり,こJl′(･･こよって

‡て=刷工軌rl三な停1【二することができる.一′またプログラムTJjlj御に∴J川J

患憫の印刷抑制な子ナなうことも‾=川巨である｡印刷よ1寺,有効数ノナ:の

lうi†の寄ほl′†動的にlて朋川抑制さノlるが,プログラム制御により｢l+刷

十ろこ七もできる｡

心機州てl川り樽鵬は().23nlIll〃)ワイヤ々縦7う≠肌5列,/丁.汁35

++】巧亡列L_,lてFj脚卜丈ノンニの形状にLたが/-,てう窒糾したワイヤノニ三二′突附さ

せて,印刷リボン).ごと介してウードiこl二り肝するカ法;むとっていろ.

文`ナ:ご±に柴山すべきり†ヤをユ旦紺い才一ることほ,印刷文イに丁㌻.ト)

せて654仰岬〕ノ突起をヰ)つたコートプレート丸+二卜,プ一三イてに移刺

させることによ/-,て戸上/:ト)ている｡図】にH-194の外税を′Jこ寸｡

岡1 H194ノ仔けん能力=ドせん孔機
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■ 静電式超高速ラインプリンタの開発

仰和139年12月静電式超高速ラインプリンタのriH発を完｢し,

1irrAC5020に接続しで実蛸駁示し,これと同時に製｢■†占発ノ壬を子ナ

なった⊂.打仁火の機械式ラインプリンタでほ最高[【】刷速鑑が約1,500

行/分であるが,心機ほ文てナニ柾粒64種の場伽こ6,000子_テ/分の趨向

速度印刷を行なうことができる-ノ 静電式超高速ラインプリンタほ一に】

産では初めての実川化に城功したものであり,仁一-j転ドラム糾‾11いた

静′し旨プリンタは仕掛1勺にも例ほなく口､■/二触lてlの方式であるノ

本機は,｢叫転好子:ドラム,文てナニ選択電梅(128亡ナた),様式L二l+上Iiljj-J

の様式【竹版,様式r｢11版に対向する様式電稗,磁気ブラシ法による卑工

像装粁,加熱定茄装粁,および裁帆 排紙装f71などで隅成されてお

り,特殊絶縁処期を子fなった話+録紙ほ,印刷･い1什上:と電撤の｢;りけき

を連続走行している.′､

屯‾r▲計石‡二楼からのF†りJ十l鞘Rは制御装㌻矧勺の高J‾r三パ′しス光/トl‖1路に

よりマイクロセカンド州立の高｢巨パルスとなって抑心する文`ナニ選択

穏梅に印加される｡情報仙附朋台と卜抑旨に様式制御川路が捌き怖槻

位f茸と肘礁に対応するように様式印刷川の高上1三パルスを様式′｢馴如こ

印加する｡この高忙パ′しスの†三り加により,.言J録肌身帥こほノ.主工†･計乍■?二

機からの山プJ情鞭とそれにヌ`川二ける様式の静電群像が形成され,こ

の潜像が現像装荷を通過するとき群像と逆極性をもつ現像粉により

=に見える文丁像となるしJさらにf言J録紙ほ定着装掛こより完全に熱

意点さJt,1様式ごとに裁l析されて恨Ihl三しくスタッカに積み-罷ね

られる.‥.

木機はその払馬連件のほかに,たとえばビンマトリックスソノ式,

ブラウン管方式と舛なり,数′i∴ 文ノよこほもちろんのこと人きさ4ポ

評 論 謀吉48巻 冶1シj

イントfl一三吐の於寸二などもきわめて鮮明に印刷することができる{〕ま

たこのL･_り転枠上:ドラムおよび様式l凸版ほ特殊なブナ式により容易に製

作できるので必要に応じた′‾j･二を持つプリンタを作ることができる〔〕

様式印刷ができ-ることも本機の特出であF),従来のようにあらか

じめ様式を1訓糾する必要がなく,複維な図形,小さな文丁について

も非脚こ精鮒な印刷ができ,様式変如の場令にほ様式州坂の差し換

えにより州埠様式の変如ができる｡しかもその様式ごとにシート切

断を7J二ない椴機いに便利であるように順｢細工しく排｢l_ほれ杭み重ね

られる｡

二のほか静電印刷独特の静かな運転ができること,楼械各部の件

耗がなく′女走した性能を維持できることなどの特出を打っている｡

なお,本粍では機構を簡素化するため川紙ほ1放で役ノブを行なわ

ない｡したがって復写を必安とする似合にはオフラインの後半機に

より複ノゾを似る必要がある_.図1は本装f托の外観凶をホしたもので

ある〕

Lズ11
■肝窟人也高速ラインノリンク

■ 高速記憶装置用スタックの開発

(1)HITAC5020シリーズの大館量コアメモリ

ロ/て和139年のHITAC5020のコアメモリの朋党に′ノlき続き,

HITAC5020E糊として1.5一′′S用のコアならびに大容量メモリが

開発されたこ これi･こ仙川されているコアはHFC315で,許された

#込み時｢7りほHITAC5020の約半分〝)225nsだが臼_りJレベ′しほ

変わドノない｡.低電流宍込みの30milコアとしてほ,ほほ肘掛こ近

いと考えられる⊂′HFC315を佐川したri山意容量8K.i作(×33ビッ

ト)叩件のスタックの榊発も子了･なわれた｡

リlき続き記憶字手景16K一言J享×33ビットでメモリサイク′しタイム

1.5/∠Sの電流一致方式大容量コアメモリの桝潅が子fなわれた｡･こ

れに使JllされるコアHFC314は,駆動電流700mAで糾汐性がす

ぐれてこわー),人解量′竜統一致ノブ式のコアメモリに拡適である.二

(2) その他のコアおよびメモリのけil発

HITAC4010什Ⅰのコアおよびメモリスタックが開発された､.

HIl'AC8000シリーズ用のコアおよびメモリスタックの爛発は

蓑1 コ ア メ 1

ノたr■耶分iFJ勺には完/する｡
20milコアの偶発が進み,メモリサイクルタイム1/∠S以‾卜の

HFC211が開発されたしつ

また使汀川ut度稲川一55℃～十100℃の仏独度域用コアとして

HFC354,HFq軍声チ甲開発が行なわj†た｡

図1 電流一致ノノ式ノこ解暴コアメモリスタックHFS614

リ 特 性 一 覧 去

ノ モリ ス タ ッ ク

代り 解l方 式

ーノ

レ㍍血 三上 帖 容
_:.-と 駆動…己l二ま土子り-1菜品;/､ノ;.7幅

肘 ノノ

min"1”l max"0”
r′mA- ■ (usec′) (‾usecJ ■

しmV.)l〔mV.)

使用コア

型 番

HFSOll

HFSO12

HFS612

HFS614

HFS654*

HFS454*

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

一L

L

50×50×4×28

64×64×1×28

50×50×4×28

64×64×4×33

64×64×4×()

64×64×4×()

360/18()

376/1細

480/240

700/′350

600/30(I

820/410

HFS311

HFS315

HFS31.7

HFS211

A

A

A

A

W

W

W

W

L

ト

8kWx36bits

4kWx36bits

4kWx70bits

4kWx36bits

400/281/176/1430.12

450/280/193/1430.08

410/285/185/1000.鵬

600/350/235/1930.04

O

l

ハU

OO

3

nU

HFC511

HFC512

HFC312

HFC314

HFC354

HFC254

5

爪U

2

【ソ】

4

2

1

0

0

0

HFC311

HFC315

HFC317

HFC211

*広 温 度 域 用
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{ 超高速仝トランジスタアナログ

計算横の開発

アナログ計算機の演算方式として口土製作所ではCLOAP(Closed

LoopAutomatic Programming,閉回路自動プログラミソグシス

テム)をすでに開発したが,従来のように積分時定数1秒の低速浜

二蒔を基礎にすれば,演算の一回当たりに要する時間が数秒から数十

秒かかi)全体として相当な演算時間を要する｡また複数個の独立変

数を扱う問題においては,取り扱うべき独_i二た変数の数に応じた多時

間軸演算が同一の計算機l勺で口那寺二行なわれるのでなけ謹tばならな

いこ これらの要求を満たし,アナログ計算機の大幅な機能拡張を目

指して,本計算機を開発した二

本棟は積分時定数が1,10‾1､10】ご,10‾a秒,繰返し演算は1PO

砂から300マイクロ秒まで12段階で選択でき,積分岩削ま4群で,

あるいは1台ごと独立して,任意の繰返し周期で演算できる｡この

ため幅広い多時間軸の栴成が容易であi),浜罪時間を非常に短くす

ることができる｡.演算要素の開披数特性はたとえば係数器で,従来

30kc/s(-3dB点)であったものを200kc/s(-3dB点)に広帯域化

した｡問波数特性を改善するナニムう演算増幅器をすべてアナログパッ

チ部の背面に実装したが,こjtは全トランジスク化した所産であるこ

本機はインテプレーテッドハイブリッド計算機でもあり,1Mc′･′■s

まで応黙しうる論理演算要素しフ!′∴ソプフロップ,AND,OR,NA

ND,NORゲートなど)をデヤジタ′ンパッチ部に内蔵している･｡プ

リパッチ板ほ相互干渉防止のためすべてシールド方式を採用した｡

木機はディジタル計算機と組み合わせれば容易にコンバインドノ､

イブリッド計算機になるよう考癒されてある｡たとえば演算要素出

力の選択もアナログ計算機の外部からできるようになっている｡本

磯の応用分野としては,統計的計算,最適化問題,偏微分方程式な

ご種々あって,今後の開発にまつべきところが大きい｡演算の高速

化は,今後ともますます発展すべきアナログ計算機の一つの方向で

あろう｡

印 軽

Lてく11
▲払ミ石速全トニーンジスタ了十ロブご卜′粁機

図2 多時間軸演算の三次元表示の一例

■ 汎用ハイブリッド計算機の開発

関西電力株式会社納電力経済負荷配分装置(ELD)の技術を基礎

として研究を続け,このほど汎用ハイブリッド計算システムHIDAS

lO3を開発,製品化した｡汎用ノ､イブリッド計算システムについて

こま,海外でほ宇宙開発などの活発な需要にささえられ,すでにいく

つか製品化されているが国内では最初のものである｡

本システムの第一の特長はディジタル計算機(以下ディジコン)と

アナログ計算機(以下アナコソ)を密結合したバランス形ハイブリッ

ド計算システムであることで,したがってハイブリッド直並列計算

が可能である.｡デイジコンと7ナコソとの間のデータ(So,Si)の授

受が密接に行なわれアナコンのプログラム,演算モード,レコーダ

バミノ

図1 汎川ハイプリソて∴喜一1･辞職

了シ‾∵ン書いよHIPAC103ノ∴ち三′∴∴本号付こは含ま.蔓｢:いなし
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タ

などの各制御,ポテンショメー_斉および関数発生語注の日動設定など

がCo(ディジコンから7ナコソへの制御信号)によりできる｡(Co

こま31種ある｡ディジコンへの割込制御および演算プログラムの変

更はCi(アナコンからデでジコンへの制御信号)で行なわれ,Ciは

5種でそのうち一つは割込専=である｡割込信号によって現在ディ

ジコンで実行中の計界を一時待避させてからハイブリッドの演算を

開始し,これが終了すると前の計節を続行するように設計されてお

り,デイジコソの利和率を高めている｡第二の特長ほハイブリッド

計算川の自動プログラムシステム(HYBRID HARPlO3)を備えて

いることである｡こカtを=いることによりディジコンとアナコン/と

の間のデータ柁受および制御がきわめて容易になりディジコソと7

ナコソとがそjtぞ一れ輿椎の計算機であることを意識することなく中

一の計算機のソフトウェ了と同様に取り扱うことができる｡この

フ レキソ

ライタ

分配器

D-ご1部

特
宅
C｡

テ ィ ジコン

HIPACl〔)3

C｡

S｡
S】

C｡

制御卓

C,し､TS＼1-.ETl･l

1一口部

パ･ノ十盤

CL(〕AP アナコ

竜奄器

プチンショメータ自動設定

関数発生器自動設定

担12 HIDAS-103のゾT+､ソ ナ担†

-97一

HIDAS-103 システムの完成に

ユリ従来ディジコンまたはアナ

コソ弾独では計算械の規模,演

符時間および精度の制約などで

解くことが困難であった問越が

取り扱たるようになった｡海外

を含めて実J-r+の緒についた段階

で,現在各種の例題計算を通し

てハイ▼ブ1ト′ド計石tの真価が認

こゝらられつつある程度であるが今

後の`-ilf要の増大が朋7与される｡
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■ 音声合成装置の開発

本装置ほ,電気試験所,音響研究室のご精確にエリ完蚊しこともし･〕

で,発声器管を,実時間で模擬した7ナログ計算機である｡音声う/

アナログ計算機で,実時間で模擬する場合の問題点は,周波数特性

の良い演算増幅器が,得がたいことでふった｡今乱闘尭された全

トランジスタ方式の広帯城演算増幅器は,この間嗜を･ほぼ解決し.

その応用例として,本装置に適用されたもので卓､る｡

構成を大別すると次のとおりである｡

(1)アナログ声道部

声道を17分割し,断面積を階段杓に異なる｢憎群で近似=∴ヒ｡

1セクショソほ,演算増幅器3台(債分器27二?加算器1計,雛テ

面積制御用掛算器1台で構成｡

(2)アナログ鼻溢部

鼻脇を12分割し,声道部と同様に,円筒群で近似したが,断面

帯は固定のため,受動素子(インダウタンス∴ざ∫上びキヤ/くシタ

ソス)で模擬｡

(3)子音発生機構部

雑音発生器,フィルタ,リレー･ゲートで情味｡

(4)断面積制御部

レジスタから成り,さらに,分配器,読取器が付加され,外部

機器としてフレキソ･ライク,磁気テープ,光電気テーープが付属

評 論 第48巻 第1号

される予定である二

本装置ほ,研究礪として設計されたものであって,自然な話し声

と同じような音声を作るために,本装置を種々の規則で,外部から

制御する必要がある二.二の制御信号ほ将兎 ディジタル計算枚と結

合することを考宿して,ディジタル信号で掛算器を制御するよう設

計されているが,ステップ状に

変化するディジタル信号では.

合成された音にクリック音が入

り,良質の音声が得られない｡

この点に関して,合成される音

苗にほ影響を与えず,デでジク

ル信号に対してのみ,スムーザ

しつ機能を持つものとして,光電

素子を用いた掛算器を新しく開

発し,この問題を完全こ解決す

ることができた｡

本装置では,母音だ･こナでなく

子音も合成し得るようこ,子音

発生機構部があり,日本語こ三も

ちろんのこと,外国語も音声と

して合成することが可能であ

る｡ 図1 音 声 合 成装 置

昭和40年度における日立製作所の社外講演の成果 し昭和39年11月～昭和40年10月)
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